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句
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等
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於
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^
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を
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イ
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ヨ
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摘
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。
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.

>

 

ュ
ッ
ッ
.

ガ

ぐ

ト

の

诀

議

の

前

华

の

精

神

^
.
'於

て

也

實

熱
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述
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滿
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述
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摩

#

利
得
を

BI

内
の
資
本
家
が
獲

.
得
す
る
率
を

.
拒
®

せ
し
め
，
 

ょ
-
ぅ
^

し
：た
0:.
:
'
：
 

一
 

- 

•

一..九

1」

五
年
ド
ィ

^
の
潜
航
艇

.が
ィ
ギ
リ

' 
ス
の

^

船
^

タ
タ 

一
一
:-
v』

-r
^
aH.
a)

を
擊
沈
し
數 

名

の

ア

メ

：：'
?
:

力
：人
が
同
船

ビ

運
ノ
命
を
共
に
：し
た
。

i

れ
；を
：動

機

!$
し
；
^
國
內

'0
:
;軍

：
國

.
主

義

者
 

搞
對
.ド
ィ
•ッ
：戰
の
宣
：傳
を
な
し
べ
合

'衆
' 國

Ml
:
會

黨』

の
.：執

行

委

，員

は

、
五
，
月

^

:
#
:
議
を
：開
き

『

合
：衆 

W
國

民
R』

(

T
O th

e
:

 

p

e

o

p
'-
c
r. of 

t
h
e

 

U
n
i
t
e
d

 s
t
a
t
e
s
)
e
:

題
す
る
檄
：、文
を
公

^
 し

.；

れ
。
：を
れ
に
は
次
：
 

の
_

.^
-
刍
.文
：言(

が
1あ
る
;0
. 

.

.
,
.

(

.
' 

i 

',

ハ
我
'
等
；.は
，.特

ド

ア

メ
' 

y

力
：勞

働

.者

が

全

力

■
.を

擧
げ
七
パ
戰
爭
及.

び
.：

戰
#

R

,
賛

成

の
.
議

論
k
 

反
.對

す

る

：
事
を
要
求
す
一
る
。
：

…

•
;
 ゝ

.

我
.
等
は
：
明

白

な

る

.

.
»
意

を

：
示
す
へ
語
調

.を
；.以
つ
：：て
次
の
；事
を

a

言
す
も
。

：
：
' 勞
働
者
は
他 

,:

國
同
..僚
勞
働
者
を
殺
戮
す
る
爲
め

'
R

'聘

を
^

げ
；て

氣

な

ら

ぬ0
，
又
.求
.，：需
，
品

を

製

造

す

：る

'
爲

'め
k

:向
：：

蜉
 

J

,°
へ
國
■
際

的

本

和

.
系

總

て

- 0「

勞

働

者

、
の
' 

世

界

.:
#

連
，：帶

ド

進.：め
0 

r

 

.

'

V

:
'
:パ

•笫
.ニ
十
六
卷
广

C

七vl:

五
>

_
ヨ
：，.ロ
。ツ
バ
：鱗̂W:

K

メ 

V力
勞
働
階
級
：
 

第
艽
«
: 

【

九



.
浓
ニ-十

六

卷(

七
-
六
ケ
へ
ョ
丫

—

リ
ロ
令
パ
歡
^

^:
五
敗
 

一
一-
>

此

t

輝
^
,

於
：；

て(

举

和

_

領

が

.採
擇
せ
ら
れ
た
？ 

Z

H

4

M

賠
償
.無
併
合
.の
講
和
，國
.際
聯
合 

の
設
へ
立
翁
；遍_
w武

裝

辦

除

等;;
.
?
:要
1
^
.
.て

ゐ
.；名

。.

M
,じ
^

委f

員
#
,は
^

.般

投

寧
JC
.ょ

づ

て

規
 

約

を
.改「

與
'^
难

»
;金

：
の
：：割

舞̂
_
;成

す

，る_

R

。

こ

：
の
；
提

案

：ぼ

七

首

.

八
.卡

：1
4對

'
| 

.
寓

：

T

千

餘

0

多
數
を
以
ッ
つ
メ
て
；可
決
，せ
ら
.れ
た
,

:̂:
.

1

九
‘1

.

.
六

年

■
ド
V
ィ

•
.
ッ

，：：
の
.
潜

辦
 

々

增

加

し

『

合

衆

社會

黨』 

は

w

g

t'言

#
を

:

公
K

じ

て

勞

，
働

'
者

並

」

び

k - 

^

 
M

.

M
 
^

9

.

s 

^
 

^

民

.衆

大

.
會

.を 

'
關

；
他

，：
し

，
て

，掠

_

する
；：

事
を
要
求
し
た
。.
同

年

^

於
け
：る

^
統
.領

選

»;
;

^
對
す
る『

民
主
S

の
候 

.補
#

は
幸
ィ
ル
ス
'
:ど
で
：：あ

0
、̂

約『
民
走
黨
.

』

_の>■

標
語
^

^

:

め
：な

S

 

X

言
^

て
3

た
。rf

^

，は
華
く
.戰
#

間
題
^
:ょ
，.
'0
>

れ
ぬ
ネ
れ
'ぼ

國

際

的

.友

.愛
、世
界
平
铂
，*
樂 

氏

主

の

諸

：原

询

：に

賛

成

：じ

^

國

：主

*

ヒ

.

戰
# 

R 

® 
M

 

1
、
大

統

領
0
.宣
'
:戰
：
布

告

：
の

權

：利
;5
:
剝
奪 

し

、
乙

れ

：を
—
般
.投

事

を

以

つ

七

す

べ

き

_

5:
主

張

：
じ

た、

^

' '
I

九
'：

1.

七

牟

の

初

.め
に
會
.々『

：合

染
«

祉

'#
»
&=
.
-:«
''
:3
丨
 ̂

阈 

»

會
_

を

開

き

即

#
永
：久

平

和

の

爲

^

^
-m
'

M

®

»

0«:
#

^
於
て(

イ
ン
、タ

八

ナ
ク

ョ
ナ

ぐ

を

，
復

活

：
，
せ
：
し

.

む
べ
き
事
を

0

つ
.
た
0

併
し
乍
ら
ア
；

^
リ
.
方
，
に
於
け
：る
開
戰
の
氣
嬋
は
彌

 々

濃〉

厚w

なCV,

て

ゐ

0
た
■'

°

*
處
で
.

」

.一
ー
月
に
_

:'
^『

合
衆
：國

»:
.會
»』

の
非
常
委
員

#

は

平

和
?:
維

持
す
る
爲
め
：

R

ョ
ー
ロ

'
ッ：パ

'
^'
食
料
品
芩
軍
需
品

f
を
輸
送
す

.る
，
事

を

中

止.す

ベ
.：

き

要

求
#

.

. 

:
: 

■
■

.
,■

■
■ 

■ 

: 

- 

.

.

.

. 

'

を

太

統

領
-R
送
つ
'
た

。
：
そ

れic
i

拘
ら
ず
ド
ィ
ッ
に
對
す
，る
外

.

j

父
调
係
は

益

々
險

惡
ヒ
な

心
、 

三
；月

H
十
日
の

w

;#
R

ie
/L
だ
時
太
統
領
：ゥ：

.ィ

\

ス
.
ン
は
明
か
に

”戰
爭
を

_

意
し
孓
ゐ

^

。
：
. 

『

合
聚
國
社

：

會
黨

』

の
俳
常

:®

員
.龠
は
铒
び
；太
統
；領
^

書
?:

送

つ

；
て
：
戰

爭
^

.反
對
な
る
事
、

こ

の
問 

題
^

決
定
す
る
：

^
.は」

：

切
や
成

'#
^
女
國
民
の
ヤ

® :
®

M

k

J:o
K

き

事

を

主

張

し

た

;°
併
 

し
何
れ

.名
何
等
の

」

反
響
を
：生
ぜ
ず
し

て
、遂
に
戚
月
六
日

V

ィ
ッ
に
對
し
て
宣
戰
が
布
毋
せ
ら 

ド

た
-°
:
 

.

.

.

.

…

V

こ
.

の
' 

間
^

於

て

：

『

合
.
'衆

國
«|
:

畲

麗』

は

如
.
.何

，な

る‘
活

動

を
.
.爲
.

し
：
.^

か
；0
i

れ
を
要
約
す
.れ
ば
次 

の
如
く
で
あ
る
。ヴ
第
ニ
ド
ァ
》

ヵ

.

の
：社
食

^

義
的
指
導
者
は

^

統
領
ゥ
-
>
ス
ン
が
ァ
メ 

ソ

力
：
を
®

界

：戰
0

か

ら

救

ふ

で

.
あ

ら
;5

し
、又
救
ひ
得
る
ビ
信
じ
て
ゐ
た
。：、

：

■

第
ニ
 

k

彼
等
は 

多
く
の
言
論
を
以
つ
て
戰
爭

^-

反
對
を
：唱

.

.

へ
た
^

そ
。
の•
爲
す
^

t

.

ろ

は

極

；
め
'

て
；多
く
な
か
：つ

V 

. 

; 

:

■: 

. 

'
一

.
' 

* 

■ 

.

_■
■

.

.

-

■.
.

■
■,
-
 

-

,
 

-

た
。

社
會
主
義

.

者は
：；

勞
働
.

組
；合
及
び
一
其
外
の

.

#

«

團

體
,K

揚
力
一

の
必
要
を
說

ベ

乙

?
が
少
か

-
-
:
.
.
.
产.
. 

.

.

.

.
* 

. 

.
' 

.

.

.

.

笫
ニ
十
六
卷.(

七
一
七

〕

=|
|

ロ
ッ
バ
嫺
爭
>卜
ァ
メ
リ
功
嘮
淑
階
兔

:

.

.

:

'

第
ボ
观
 

ニ
ニ



笫
ニ.
十

六

卷(

七
一
八

〕

ョ
パ
ロ
ッ
パ
戰
淨
ど
ァ
メ
リ
ヵ
勞
猶
階
級

 

第
3

1

-.
二

つ
た
。

外
部
た
對
し
て
勞

.働
者
の

^
も
ゆ

3

圓
體
が

_

爭
し

な

く

て
は
な
ら
な
い

乙

ど
を
主 

車
し
內
帘
に
於

.て
_1

層
翻
結
を
鐵
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參
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.
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又
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た
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不
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た
る
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亘
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會
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は
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n
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翅
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た
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。
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。
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搾
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總
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す
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茈
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榨
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；ょ
り
自
ら
解
放 

す
る
世
界
の
勞

«
階
級
の
一
大

_

?

,
ぁーる？
ー
 

而
し
て
我
等
は
特

S

.
謂
防
禦
的
戰
爭 

R

勞

働者
：：

が

K
對
ず
べ

.

.
&事

釔

馨

.告

す-5
-
:。ん
我

，
'等
は
：
k

り

た

る
、'愛

：國

主

義R
:反

對

し

：て 

:«
際
询
勞
働
階
級
'の
：®

想
.
を

支
:#
す
る
。：へ
資
本
主
義
を
維
持
す
る
爲
め
^

は
一
人
の
生 

命

も

も
.
ド

\

の，余

も

興
へ
る
，

0

を

欲
し
な
い
彳
勞
働
赉

0

0

*

を
' 得
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^
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參
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.
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.
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营
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椋
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華
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催
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，縛

せ

ら

れ

投

獄

せ

ら

れ
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滌
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す
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.
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要
な
る
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因
が
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^
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時
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於
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藏
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亦
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リ
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働
階
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第

宄

虎

ニ

マ

か
-つ
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激

ユ

セ

五

西

萬Q

兵
土
：を
；復

*

せ
し
.む
る
に
は
ニ
，
年

以

_上

の

歲

月

?:
要
じ
*そ
の
間 

彼
等
に
衣
食
を
供
給
乙
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ

?2
。

第

三

に

.
'
ヨ
1

ロ.ッ
パ
は
莖
臂
的
こ
完
全 

R

破
壤
せ
ら
れ
，復
興
す
る
潙

ic
ア
メ
ソ

.力
の
生
：

'產
肠
を
必
要

ビ

し
た
。：
ア

メ

ソ

力)

の■資
本
本 

は
こ
れ
ら
の
：

.生

.f
#
を

^

-f
f
l取

:g
を
以
つ
て
供
給
し

•合
衆
國

政

府
は
ア
メ

ソ

力
の
製
造
エ
業 

象
及
び
金
到
業
者
が
な
し
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

^

對
す
る
貸
付
を
保
謎
す
る
事
を
誓
ら
た
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斯 

の
如
く
し
て
ア
メ
ソ
カ
ば
鞭
後
に
於
け
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I
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ロ,；
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諸
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始

ん

ら

總
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^
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國

ド

»
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利
#
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係
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事

ぃ

今
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^
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並
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ょ
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藏
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澤
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ら
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八
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榮
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叱
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瓦
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が
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提

案

で

あ

つ

た

。

を

の

主

.
、

、

、
.
‘ 

一
.

一
產
業
：民
•主

':
何
れ
；の
地
に
於
士
も
勞
働
者
：.が

勞

働

組

备

を

組

.織
す
；る
權
利
を
有
す
べ 

:
き

事

之

の:#
利

の

有

.
使
及
-び
潜
働
組
合
の
：合
.法
的

活

動

；に
傭
^

が
干
涉
す
る
は
刑
法
上

の
犯
罪
ft

る
こ

V」

を
規
定
す
る
立
法
を
制
定
す
る
事
が
肝
寒
で
ぁ
る

. 

v

 

一‘

i

:

:.
;
:失
業
は
.

消
費
の
：不
炬
に

■
原
因
す
る
。

:'
:!

而
し
：ヤ
消
'费
亦
足
は
低
廉

'
な
る

か
又
は 

不

卜

分

な

る

賛

，銀
^:

因

：つ
-C

起
.
る
。ド
正
當
な
る
賃

k

は
*

業
不
況
を
防
止
し
一
時
的
失

業
を
少
な
か
ら

_

め
る
。：

*
.
:丨

1£

當
な

.る
賃
銀
：：は
_

^

■ 

.■

.

.
/,:
.
■
•
,
..

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

:せ
し
.め
-る
°
へ

_

'/
り：' 

” 

>

《

..
:
..
V'
■■
;

三
、« >
#

賃
銀
は
減

.節
を
許
さ
衣

か

-p
多
{
.
.

の
場
会
k

そ
.れ

m.
增
额
.せ
，ら
る
ベ
さ
で
ぁ

I 

' 

ご
..

吟

參

秦

き
 ̂
'
二

--
日
.の

勞

«

時
間
は
八
時
間

0'
赵

.へ
，
ざ
.る
へ
制
限
；.あ
私
ず

.へ「

き
で
あ
る

: 

…

>
-
週

^
勞
M

時
：間

は

五

日

_

を
超 
'へ
，«

るi

制
_:限
：を

m
:

す
：
f<
.
-:
&

で
あ
：る
。

五
、
•

如

於

爹

：

(：：

與

子

名
.同
等
の
：作
業

K

對
し
、で

i f

..同
額
.ST.

支
拂
&
婦

A
も

：

得
べ

‘

：で：あ

. 

' 

- 

'
 ... 

- 

. 

. 

, 

•
.
.
.
-
1

.

.

-r
.
.
. 

. 

•

六
^

#
 •

修

十

六

歲

未

滿

の

.
少

年

を

勞

働
せ

レ

：
»

.
る
：*

を
；

直
：：

に

法
#

を
以
：て
廢
止
す

る
'事
：は
.國
家
：の
の
霉
要
な
$

住
.：務

:0
:'.
;
:ナ
で
#

:#
。
i 

憑

.：：
デ

七
，：_

;

l

,

r

;
政

：府

事

：業

ゆ

麵

業
^
;%
+
_結

*
幸

V 

.

£

^

#

,
 

. 

' 

筹
慕
.

；：

1
:5
;
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H
:i
ハ
卷
：
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セ
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浒
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一
 

S

*

銀
：女

*

保
ム
、協
同

'組
合
は
營
利
商

A

R
對
し 

.
て
勞
働
者
を
保
譲
ず
る
。、

«

p
組
合

R
參
：加
す

.る

.：事
は
產
業
的
、商

.業
的
®
會
的
及
び
政 

: '
.

治
的
陶
龜

:^
解
.決

^

多

«:
玲

九
.立
1
汰
R

對
す
る
國
民
の

®

言

權

.

：；

國
法
.
文
は
州
法

k

#

し
高
等
法
院
が
：憲
法
違
反

ビ 

宣
：

：
L

賤

民

が

：：同

檨

の

法

案

を

再
^

制

定
3

:や

ぅ

で

す

名時

は

.
、法
.
院

が

之

を

解

除
 

.す

さ

事

な
f

し
.て
：
法

雜
.た

'る

べ

蜂

手

段

：を

_

じ

在

く

ギ

,
1

0

ボ

有

"
へ

公

炎

及

び

华

公

*

事

.
業

〉

は

，

般

.公

衆

の

利

益

g
.

爲

め

'

^

政

府

が

所

有

し

連

 

用

し

統

«

す

.
べ

.
刍

で

あ

る

。

..

1
'
:
1
.
;;
*

«
ゼ

鹰

オ

る

一_

及
.
权

州

‘

攀

暮

，：；

兪

社

の

制

.

限
^
^ ̂

取
締
を 

な

し

1
^

衆

の

幸

福

を

番

せ

ざ

る

'

事

を

定

岭

る

：

；法

律

5 :
必

要

$

す

る

，
。

一
,

£日
論
及
び
集
脅
の
向
由
言
論

.出
版
，集

#
、結

社

典

び

*

行

^

»

す
る
一
切
の
制
限 

を
完
全
：ド
取
除
べ
；事

を

我

等

は

主

，張

す

^

c
'
v
;
h 

, 

: 
ノ

：：

.
M
i
r

勞
：働
者
.賠
償i

::-

勞
，
働

者

賠

償

法

を

改

疋

 ̂

及
び
，職
業
上
の
.疾
病 

に

I

無
能
力
：ど
な
々

た

る

者

k

對

レ

十

分

な

る

保

議

を

興

へ

な

< 
て
は
な
ら
ぬ
。

■■1

西
‘

ル
办
平
和
克
復
後
少
く

ビ

务

ニ
弗
間
は
移
入
民
を
禁
止
す
ベ

&
事

，を
，
我

等

.
は

主
張
す
る
タ
ド
，

'

^
 

......:

へ

 

V

:

'

, 

:
.

.:
;

■;
:
.
'
:
/
.
.
.
•

マ
五

^

獅
所
得
，相
續

'及
：び
地
價

.に

»
す
る
へ
課
耽
は
累
«

^

ょ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

1

^

•
か

/へ
敎
育
は
自
然
法
の
應
用
及
び
獨

^
^
及̂
び
進
步
の
：

.觀

念

を

迦

解

せ

し

、め
な
く 

て
は
な
ら
ね
。

'
敎
育
は

.
1
切

0
國
民
に
，解

放

せ

ら

る
ベ

P

本
の
で
あ
る
。
敎
員
.の则
結 

:

«

も
承
認
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

,
}
.
七
、« ,
® ,
.
.政
府
は

-
.模
範
住
定
を
速
築
し
且
勞
働
者
が
.自
ら
家
屬
を
建
築
す
る
に
逾
當 

.
,
:な：る

'條
#

及
び
低
廉
な
る
利
子
，を
以
つ
て
資
金
を
借
彡
，入
れ
る
«
が
出
來
る
信
用
制
度 

:を
樹
つ

■•
■ベ：'

き
で
：も
る

.

v
,

:
^

.,

.

一
八
，軍，國
主
義
勞
働
觀
合
は
軍

Ii
主
義

fi
f

..
t
>多
數

の

常
:#
货
に
極
プ
反
藥
す
る 

.
1

九
、,

,

ル
か
兵
土
及
び
水
丘
ハ
は
十
分
尊
る
：
報
酬
を
受
く
る
.權
利
を
持
つ
ベ
▲

で
あ

V

 

る
,0
:

:

■

.

:

.

■

.

■■
;■
.

■

:

.

.

. 

\

 

,
'
'

斯

の
如
^

改
造

案

は
杣
，象
：的
要
.
求

，
で

、
多

く
;-
0
往

意

：̂

受
妙
ず
死
文
に
過
運
な
^
有
様
で
あ 

つ

^
。

而

(

し
-て
此
前
後

ょ

P

聲
働
者

：

間
.の
^

:¥
が
：：#

發

し

始
;^
>
れ

1
即

:?
>
|
九

ブ

.年

ブ

第
.'ニ
十
六
^
.
‘ 

r

七
：
■二
七

)

3
丨

1
;
1
5
\
バ
.
戰
#
^
ァ
メ
...リ
.
カ
勞
働
.階
...級
.
'
.
.
. 

贸
疋
^

-

一
* 

I.



笫
.ニ
十
六
卷
.

C

七
二
八

)

ョ
！
ロ'r
。ハ
職
爭
ミ
ア
メ
タ
ヵ
勞
顧
階
錢

. 

第
7

'̂
.

三
二

R

は

鐵
m

x
場

勞

働

者

：が

前̂
來
、
生

活
*

が

騰

*

*
る

^
;
,务

^

た
の

で
«

上
.t

:
要

求
:h

:t2
v;
p

.之

,K
.

對
し
-て
政
：府
は
.、干

渉

^

氣
^

戰

時

^

乾
て

上
を
禁
：止
し
た
る
..大
統
領
ゥ
ィ
：V

ス

^
は
、目

^
减

府

が

_

^
 

つ

、
あ
る

が
故
に
*賃
銀
値
上
.を

要

求

ず

る

«
利
を
，勞

働

#

が

有

せ

^
名

®

を
主
：張
し
た
。

そ

れ
故

^

此

處
彼
處
に
：於
J

:
ト

ラ

.̂

キ
が
行
は
：れ
だ
が
、何

れ

も

^

般

的

一

性

我

を

有

せ

ず

_

々

失

敗

ド

歸

し
た
。

如
之
*保
守
的
：勞
.働

組

合

は

政
府
及
び
'傭

主

^
協
定
し
て
復
.興
期
に
於
て
賃
鈒
値
上
の 

耍
求
'を
行

は

ざ

る

歡

せ

じ

た

。
：.：

次
に
起
り
：
た

の

は
M

鋼
'業
に
於
妙
る
ス

ト

ラ
ィ
キ
で
あ
る

o 
'之
は
幾
多
の
重
要
な
る
敎
訓 

を
與
へ
た

^

#
期
.的
事
件
で
あ
つ
フ
た
。
製
鋼
勢
働
者
は
こ
れ
ま
で

k

i
幾
多
の
激
烈
な

■る
* 

爭

?:
な
し
た
が

“

九

.一
九
年
の
事
件

^;
比
す
れ
ば
何
れ

も

物
の

»

で
ば
な
い
。
此
事
件
^
令 

て 
'勞

働
者
は
世
界
最
强
の
資
本
圓
體

R

挑
戰
じ
だ
の

'で
あ
谷

-

製
鋼
ト
ラ

' 
メ 

K
た
る

『

合
衆
國 

製
鋼

#

tf
c』

s

f

d
 

States 

:
s
f
n
o
遺

r
l
n
vは.1:
九Q

一
ヾ
年
設
立

〗

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
此
當 

時
^

於
て
は

『

合
同
鐵
鋼
錫

 

 ̂

^
 

>
w
^
o
o
^
^
o
p

か
龃
織

^
ら
れ

-:
离
.四
千
：の
勞
働
者
を
加
入
せ
し
め
冗
ゐ
れ
ィ

.然
る
：̂

そ
れ
は
熟
練
勞
働
者

‘の
み

.で
不
熟

»
勢
働
者
は
組
合

--
5
:有
せ
ず

-'
£

.0
熟
練
勞
働
考
の
組
合

も

.
;
1
.
九

0
九
年
に
は

好

ん

.r

實
m

的
»

值

を
.

有
.
せ

ざ
„

で
R

滕
姻
せ
ー
ら
れ
、
*

.*
*

*

^

^

®

權

‘ヵ
を
#

-a
、其

結

课

：％
1

印
.ッ

戰

爭

の

始

K

於
丈

饵

製

鋼

寒

働

.者
の
■賃

銀

は

1

八
九
ニ 

♦
 

の
.
ス

•!
'
ラ

J

キ

當

時

VI
A
Vも

尙

雅

減
•«
で

ぁ

紙

戰
•
‘冲
靡

:«
生

:^
莫

太
^

^
刹

P
を
得
た
る 

に
免

_

ら
ず
、勞

儆

者

の

散

細

慘

_

る
^

;0
‘
^
あ

^
た
。

.

■

■■

,
:■然

る

^
.ョ■丨
ロ

 ：：.

ッ：パ
戰
举

.は
勞
働
蕃
が
團
結
を
す
る
絕
好
の

«
會
を

:«
し

$

製
®

.

.

.

.

.
V
. 

i
. 

'....:、

.'

.
1
.
.
.
* 

. 

■ 

-

•
' 

. 

..V' 

. 

.

.

.

. 

:
. 

.
-
. 

f
.
+ 

. 

. 

•

業
；Q...

如
邊

*

要
«

,s
產

产

般

的

が

.
0
0
 ̂

“

'^
事
が

.

，

f

匁
か

ゆ

た
炉
ら
^
.
あ
る

然
か

.論

鋼

：.勞

働

蒸

. #
⑩

猶

朋

'S
ベ

レ

て
は

5

奮

爲

，*

還

.塗

‘，■

一
冬
離
は
.賴

R
r
K •メ
.；ッ

ヵ

き

働

霸

合̂

爲

す

^

4
任

：務
^

ぁ

^

働

組

合

R

姐

織
せ

,

事

を

政

府
ビ

協

奪

丈

：や
た
:0
^

m

z

P協
定
：のV

沖
に
：.製
鋼
勞
働
溝

'^
含

^
難
せ
■

セ
。，；，
：”

ぐ
：；.：
ジ

'ご
：霍

ソ

：
” 

い

j

へ
九 

一
\
年

四

月
七

、

日
ゥ
ィ
リ
;r
ム
.ズ
ィ
I

フ
ォ
ス
ク
！ (

_

管

.3

.
:
:
2
.
^
^
^

汝

:^
る
' 
山
ノ
月
の

< 

' 

.

.

.
r 

.

. 

? 

.

. 

... 

.

.•
•
•
• 

一
 

——

'

■

•

.

.9:
 

^

 

资

全

«
的

^

び

^

國

際

的

«
 

合

：
の
：
協

議#

を
_

催

す
奮

決
_

■

シ
■

ズ

榮

，働■

会』

：t
c

f

 q0Federati§
: ;o「

L
ab
p
r
) 

R
撮

.パ、こ

.

.

.
,

.

.

ベ■ 

 ̂

■

■/
ノ

. 

.

.

.

第
.
.ニ
十
六
卷' 

(

七
ニ
九

)

ョ
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i

v

.

パ.
戰
臂
ア>
.

5

.^

働
階#

第
艽
號.

H.
.
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-
'

;
.笫
ー1
十
六-
卷

C

七
U

S)
：，

ヨ
*
 

ロ
ツ
バ
；戰
#

w

ア
メ
リ
カ
勞
働
歡
級

 

秦

洱

號
H

U

I

集

^

ゾ

.こ
‘の
：
汰
_

_
ナ
1メ
ソ

ガ
务

.働

聯

合

』

i
 

^

 

 ̂

^

^
 

^

 

^

^

•

1
 

ス
：；：

择

背
し

#
.ド
時
日
，士

_

費
#

し
め
；た
：。

V然)

か
i
:
:
M
:
.
:

0.
.
®
:
_
:
«
ギ

委
''
*

翁

か
'

組
5

ら

れ
.

だ

。
乙

れ
.

は

一

一

十

四

の

：全
_

的

並

：
び
；
に

國

際

的
.

組
合
、の
代
議
員
ょ
办 

«

?

ゴ
ソ
ン
，

If
ス
が
議
長
フ

'

，

ス
：
ター

が
.

^

務
.

養
窥
に
.
.：;«
命
：せ
ら
，
^

之
^
_
加
ず
る
勞
働
喑 

は

一
.
1

百
®

に
達
^

お
v

i

M

L:

て
有
.

力

々

m

(

参
^

產
爾
_

奪

合
'

を
_

事
が
必
要
セ
あ

0 

^

^

^

^

0

S
で.11

:

.
の

表

產

猶

：し
、霊

の

際

ほ

相

互
^
1

協
カ
す

,

«

士

：し

た

。
：
併

し

：
乍

：&

乏

吟

彼
等
は
自
已
：の

.

意
扭
に

:«

し
.
て
參
加
し
允
名
が
如

.—

 

資
金 

の
供
給
を

_

ら
せ
た
ゾ
然
が
名
斯

.
の
：如

&

練
點
あ
る
に

.
i

拘
ら
.

ず
、全
.

國
委
.

員
會
は
：早
く
も
一 

九

一

八
年
九
月

k

製
鋼
勢

働

者

を

へ

圃

結

す

る

へ

事
^

着
手
し
、事
：業
主
：
一
の
反
對
運
動
が
：試
み
ら
れ 

た
が
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
行
は
れ
る
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®

#

.

0

:

w
f:
e

»

#主
：：

義

反

#
枝

喃

け

ヘ

る

。
Z

れ
ば
.

衆̂

0

«
命
_

動
'ミ

?a

5 

拿

の

で

あ

る

。
ぅ『

|

:

«』

.：ば
_

歉
^

*
カ

^
.打

.破

.す
る
卿
爭
.：で
.あ

5:
:

«
ぎ

^

贬
^

へ
：：
『

共
_

證

は

第

：

1

.'
に：

無
產
階
級
：苹
命
、資

琳

讓

義

«

« :
及
：#

轉

_
.階
_

滴

裁

0:
樹
立
を
主
張 

す
る
.。
：
，：：
：
そ
の
議
.
.會
：鬪
棄
は
參
抓
す
を

«

ぱ
無
ー
產

.階
：級

0

^
般
_

朝

^,
'於
：て
は
；

¥

f
義
的 

重
要
性
の
も

'の

で

あ

ぢ

苹

命

：：：：的

慧

，條

の

0:
的

ぞ

有

ず

S-
に

過
ぎ

：
.

$

0

>

『

：_

黨』

は
ス
ト
ラ 

ィ
キ
ン
の
：資

本

主

義

顚

«

は
對
す
备

蘭

係

釔

+•
分
现
.解

ぜ

し

む

5:
爲
沙
に
、勞
働
階
級
の
產
業
闘 

爭
を
そ
の

®

な

る

へ

運

動

，
ど
；
す

る

0

最

し

.て『

共
.產
黨』

は
大
衆
ス
P

ラ
ィ

:

キ

於

參

*'
す

5'
o

ス
ト 

ラ

ィ

キ

の

直

接
.の
：自
的
を
就(

腺
す
す
る
：爲

め

0
.み
：な
ら
：ず
、̂

の
：革
命
^̂ 

る 

.爲
め
で
あ
る 

b
'r
'•
.
.,
;
.
.
. 

、

:

勞

働

組

合

關

題

^
就

識

共

產

黨』

は
次
'の
：.如
：ぐ

賴

べ

''
て
_ゐ
：る
。

〈

,暴

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.
進
化
す
..る
爲
め
に
活
動
す
ベ

さ
で
あ
る

。『

共

'產
、黨』

は『

ヶ
メ

ツ
力
.

勞
働
聯
合
.

』
の
主

義

^

反
し
て 

產
業
別
勞
働
ま
合
主
義
を
主
張
す
る
。

こ
れ
は
軍

^
資
本
主
義

^

對
す
る
日
常
の
鬪
#
の
手 

段

た
.

る
.

の
み
で
は
な
い
。一

 

®
終
極
の

0-
-

的
は
革
命
的
で
資
本
主
義
的
議
會
主
義
■的

x

.x

の
廢 

Ll
h

冷
必
要
を
意
味
す
る

o

產
業
別
組
合
主
義
は
權
ヵ
を
打
破
す
る
最
後
の
行

®

k

於
け

る
耍 

素

.で
あ
る
：？

そ

れ

は
共
産
主
義
國
家
の
産
業
統
制
の
基
礎

?:
構
成
す
る
。

'『：：

共
產
：黨

』

は
.『

ア
メ 

P

:

力：努
働
聯
合

』

を
反

.動

的

組

，合
€

見
て
之

.を
排
斥
す
る

0

而
し
て
：

勞

働
者
の
協
議

#

?:
出
來 

,
る
だ
け

H

場
內

k

組
減
し
從
來
の

.組
合

の
.：

內
部
化
產
業
別

_

働
組
合
の

_
爭
を
行
ぅ
。

『

共
產 

黨』

の重なる任務は

『

ア；
ィ

•ダ
ブ
ル
ュ
！
ダ
ブ

_

,
ュ
ー』

(I. 

w
.

 J
W
.
〕
『̂

K
"

 A

ュ
!

r ..

イ*

ア
ィ
•
ュ 

丨』
(w.: I

.
;
I
n
u
o
.

變
立
の：

組
合
、

『
K: 

メ
リ
：
力
ー
勞
働
聯
合
.

』

の
®
_
.的
組
合
及
び
組
合

5:
有
：せ.ざる

勞
働
者

^

‘革

，命

的

階

；級_

爭

や
_

礎

：
の

-上
B

 

.個
>の
；產
業
別
組
合

^;
組
織
せ
ん
$
努
力
す
る

R
■あ
る

;'
0

' 

^
 

'
'

へ

：

-

,

」

：

八

：

'

此
.
.外
^『

共
產
黨』

は
資
礙
主
.義
.
.の
：沒

落

5:
早
め

'る
，階

級

鬪

#

の
.
p

w 

W.U
て
5B

國
ま
義

k
.對 

、
す
る
、
觸
等
を
行
ふ
。

又
帝
國
主
義
<

對
す
る
鬪
带
も
無
產
階
級
，苹
命
の
基
礎
で
ベ
あ
る
。
：
帝
國 

_

義
(?
對
^

る
.
共
同
動
作
の
：：.爲
考
碎『

共
產
.虫
.義

ホ

^
タ
：i

:

續̂
^

^
匕
密
接
な
を
.關
係
を

第1'F

十
六
#
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3
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口
ツ
バ
戰
爭
式
ア
メ
リ
カ
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隈

敬
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ョ
I
Wク
バ
職
爭
岑
ア
メ
リ
力
：勞
働
階
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笫
苯
號 

四
ん

傲
た
，

ね
：：

ば
な
6

ぬ
。)

：灰

^

#

:

が
.
_共
.通
：の
性
®

を
有
す
る
事 

を

カ

ー

說

す

"
る

デ 

'

• 

.
V
-

z 

.
^
.
f

§
^

#
產

黨J

が
組
織
せ
ら
れ
る
時
紀
典

_
:主
義
者

.
の

11
:
分
派
を
合
同
せ
し
む
る 

&

が
あ
づ
た

^

そ
れ
は
無
效
に

.終
4
士

^

L
a
b
今

：.p
a
r
t
a

が
.組
_

*

&

nた
6

:'
-
:
茶

の

の

：
如

き

.
意

、
味

の

'

綱
領
を
有
し
て

P
 

る
o
: 

'
即
ち

f

共

產

勞

：遍

盡

義

1

5
 

.

國
.
の

寧

命

.

的
_

«
階
級
の
政
黨

W

完
全
は

1

致

b『

第f

一
 1

ィ
 

ジ
タ
ー
ナ
シ
ョ

”
ナ：
.ル
^
の
.原
：則を

'支
：持
す
石

>
/
,又
資

^̂ 

治
的 

權
力

:■
?
:振
る

#,
め
^
，̂

級

^

じ
て

.の

勞

働

者

；の11
1
體
組
糠

%

主

；張

す

る■，
°

支
'配
.階

級

2£
し

て

組
織

#

囊

/2
♦

勞
働
者
推
、彼
等
め
政
府
は

•

ぁ
て
法
：律

.奮

行

•■
(
>土
地

01
，場、鑛

.山
•交
通
機

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

; 

.

. 

.

. 

. 

.

.

.
- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

關
，金
融
機
關
を
斯
有
也
支
：配

$

一
切
の
權
利
u

r

n

働
者
は
歸
す

.る
。、『共

：：

產
：勞
：働
_

の
®

後
の 

目
的

.は

次s
g
f
k

あ
る
。
即
ち
勞
：

«

階
溆
が
#
.
:取
；せ
ら
：れ
る
：
現
在
の
生
產
組
織
を
破
壞
し
、且 

舊

働

者

狀

-#
働
：の：全
部
の
社
俞
脚
價
値
次
保

.證
す

:6
輝

0
生
犛

_

關
の
社
#
化
を
行
ふ
產
業

的
典
和
國
を

?J
y

造
す

る

事
こ
れ
で

あ

る

.:
0

X『

共
產
勞
働

«』

.の
綱

.領
は
階
級
鬪
爭
化
趣
：き現
在

.

«

零

會

革

.錄

め

歷̂
§

時

.
_
で

ぁ,6
_
が

.
傲

_
_ 

は
.
無

產
階
級
の

〗

獨
裁
を
樹
立
す
る
：事
で

&

る
。
'

'

-ぐ

'ゾ《

^

勞
働
紺
合
問
；題

R

就
.て
：
彼
等
は

.階
級
意
識
的
產
業
別

」

勞
.
«組
合

V
J

像
同
す

る

，

組
織
的
活
動 

ド

贊
成
で
あ
ち
地
方
：支
部
は
；エ
場

^
ー
 

支
部
釔
，

設
け

、

^

n 
t

し
；
.

て
.，共
產
：主

義

の

a
0

-

t

爲
.す 

v
.
4
>
fc
終
働

•考
を
：«

1
大
餌
余

^

組
織
す
る

' 事
を
：獎
勵
す
る
。.彼
等
は
產
業
別
勞
働
紙
合
の 

事
命
的
：性
質
：ビ
■.そ
：
の
.可

能

鋒

ミ

2:
指

摘

し

..て
宣
傳
：し
、又

ネ
ト

ラ

M

キ
の
政
治
的
^
器
ど
し
て 

の
價
値
を
示
す
へ
爲
め
'̂

、I

*
產
業
鬪
.：爭

を

そ

0-
主
要
な
'る

武

器

^
す

る

;0
次
k

議
會
選

.»
R 

就
て
は
.之
0

參

加
し
あ

ら

ゆ
る

政
'
治

的

地

位R

を
の
黨
員
を
送
ら

5

:
ビ

し

て
ゐ
る
0

.

..ニ
個
の
：
典
產
黨
：味

其

勞

働

紙

合^.:

對
す
-る
態
度
が
何
れ

i
:免

ン
：.

デ

：
力
.
，
リ
：
.

ス
，
ト

的

で

あ

、
ぅ# 

來
の

_勞
働
組
合
の
内
部

^

於
て
活
動
す
る
代
々
に
新
な
る
：；基
礎

^

之
を
改
造
せ
ん
ミ

«

み
、又

. 

別

^

革
命
的
階
級
意
識
的

®

業
.別
組
合
の
思
想
を
宣

»

3
た
。
、
併

し

乍

ら
乙

れ
.は
間
も
.な
く 

一
九
二

0
#

七
月
の

『

典
海
黨

』

の
綱
領

R

於
て
改

.め
'ら
れ
た
。
そ
れ
に
依
れ
ば
有
產
階
級
の
議 

會

R

入
.ク

て
革

'命
を
宣
傅
す
る
ヾ

」

同
#

に、典
產
，主
義

け

宣
.傳
の
爲
め

' 
に
*

も
.反
動
的
組
合
に 

侵
入
す
る

 
一«
が
必
要
で
あ
る
ど
雄
ベ
て
ゐ
る
0
此
當
時

『

共
產
勞
働

'黨』

は
.『

共
產

_

の'脫
退
派 

す
今
同
し
て
名
稱

fc
--
Q
合
同
典
產

'黨』
c
d
t
e
d

 

c

d'.mnxunist p
a
r
t
s

S
改
め
て

.ゐ
た
が
彼

.等
も

Z

の
，

铬
ー
：一；十

六

卷

(

七
四
五
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〕

ョ.
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ツ
バ
.檝
爭w

ア
メ
リ
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勞
働
階
級 

笫
五
號 

四
九



筆
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六

卷
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.四
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ョ
丨
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ハ
戰
驴w

ア
メ
リ
カ
勞
働
階
級 

第

五

號

s
o

E
nfe
i

k
就
て
は
藤
度
を

&

见
し
反

»

的
目
的
を
揭
げ
る

.勞
働

»

合

k
も

戰
鬪
的

勞

驗
者
が

ig

留
し
、̂

部
k

ぁ
々
て

乙

れ
等
の

勞

働
組
合
を

.革
命
的
進
路
に
向
け
る
事
が
,
卞
の
急
務
で
ぁ 

る
事

?:
,

認
め

Iて
ゐ
る
。

こ
れ
等
の
共
產
主
義

.運
動

k

危
險
を
感
じ
た
る
ア
メ
タ
カ
の
有
產
、階
級
は
そ
の
不
法
な
る 

鄯
を
主
張
し
壓
迫
政
策

^

着
手
し
た
。

一

九

}
九

年

，末

以

來

一

大

.反

動

政

策

が

全
土
を
風
靡 

し

た
,

檢

事
M

長ミッチへル

•パ
ー
マ
ー

(

.
§
,
&
£
 

p
a
l
a
l
c
r
)

.の
指
令

^

依つて共產黨の指 

線
者
の
み
な
ら
ず
普
通
の

m

ft
k

迄
極
端
な
迫

.害
が

.加
へ
ら
れ
た

V

 

M

れ
が
爲
め

k

多
敷
の 

S

員
の
離

■散
を

.生
じ
，運
動
そ
の
も
の
は
潜
行
的

vj:

次

る

外

な

：か

つ

た

。

而

し

て

1

九

ニ

一 

年 

三

月」

兩

共

產

黨

は

『

典

產

主

義
ィ
ジ

タ
'
!
.
デ

シ

ョ
ナ
ル

』

の
指
令

^

基
い
て
合
同
し

『

ア
メ
リ
力 

共
0

黨』
(
c
o
m
m
u
n
i
s
t

 

P
a
r
t
y

 

a
 

A
m
e
r
i
c
a
)

な
る
名
稱
を
取
み
そ
の
綱
領
の
®
礎
ど
し
て

『

共
產

勞
 

働
黨

』

の
綱
領
を
採
用
し
た

:°

合

同
ぜ
る

『

共
產
黨

』

.は
倮
守
的
勞
働
組
合
を
破
壤
す
る
政
策
を
拾

V

た
る
の
み
な
ら
.ず
其
內 

部
ょ
り
活
動
す
る
必
要
を

.明
か

k

し
、又
保
守
的
指
導
者
の
誤
多
た

S

政
策

^

ょ
A
Vて
是
等
の 

斜
合
が
破
壞
せ
ら
れ
る
の
を
救
濟
す
る
の
が
急
務
で
あ
之
之
を
產
業
別
飢
合

^

合
^
せ
し
め

て
新
な
る
基
礎

^

改
造
す
る

&

が
急
務
で
あ
る

^
述
べ
て
ゐ
る
。
'彼
等
は
火
衆
紀
布
齑
階
級 

の
支

*

を
凝
滅
し
、又
ソ
グ
ィ
エ
ッ
ト
の
形
態
に
於
け
る
無
產
階
級

.獨
栽
を
樹
立
す
る
が
^
き 

終
缻
の
因
：的
を
宣
傳
す
る
の
み
ド
て
滿
足
せ
ず
、日
常
の
鬪
爭

k

參
加
す
べ
き
祺
を
主
張
す
る
。
 

.

又
合
同
せ
る

『

共
®

黨』

は
勞
働
組
合
の
內
部

^

於
け
る
活
動

^

就
て
其
日
常
の
腾
€
^
护
導 

勺
壬
务
を
収
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

ビ

言
つ
て
ね
る
。

彼

等

は

:!
:]:ハ
普
通
の
加
入
者
か
ら
無
齑
者
革
命 

の
有
力
な
る
闘
士
を
養
成
す
る

o 

'こ
れ
が
紐
合
の
崩
域
を
防
ぎ
、反
動
的
指
導

.
f

支
配
的
地

,>/
:
か
ら
追
设
し
、官

获

的

機

_

を
破
壊
し
、勞
働
組
合
が
其
範
圍
を
擗
張
し
漸
次
產
業
別
紙
合
に

.

.

.

發
展
す
る
唯
一

の

道

で

.あ
る

,

斯
の
如

&

態
度

.は
保
：守
的
勞
働
舞
普
の
幹
部
を
驚
か
し
た
が 

共
產
黨
の
勢
力
は
合
同
の
：後
に
於
て
，も
薄
弱
で
あ
つ
て
、黨
員
僅
か
に

一

萬u

千
を
数
へ
る

に

過
ぎ
な
い

。
，

.

■
、

-

r
L
一
 

九
年
左
翼
が
分
離
し
た
る
後
の

『

社
會
黛

』

は
完
全
に
右
翼
指
導
者
の
手
^
歸
し
た
か

念
激
に
其
加
入
者
を
喪
失
す
る
ド

M

つ
气
 

'.彼等
は
一
九
一
九
年
十
萬
四
千
八
百
の
黨
員
を

擁
す
る
ど
誇
つ
た
が
ニ
九
ニ
ニ
年
に
は
僅
か
に
一
萬
一
千
を
留
め
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
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